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価値創造に向けたESGへの取り組み

株主・投資家 リスクマネジメント

 IR 活動

 2017 年度 IR 活動実績

  2. 有時の対応

より詳細な情報は、当社HPをご参照ください。▶ �http://www.lion.co.jp/ja/csr/management/investor/

 情報提供ツール

 事業継続計画（BCP）

 当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制

大地震や感染症の蔓延(パンデミック)などが発生した場合でも、お客様に商品をお届けできるよう、被害の最小化と業務の
継続を図るための体制づくりを推進しています。地震災害が発生した場合は、「地震災害対策マニュアル」、新型インフルエンザ等
感染症によるパンデミックの発生が予見される場合には、「新型インフルエンザ等感染症対策マニュアル」に従って対策
本部を設置し、対応に当たります。災害の規模、被災状況によってBCP発動の是非を判断しますが、BCPが発動された場合
は当社事業のうち、一般用消費財の供給を最優先とした体制をとることとしています。経営に重大な影響を与えるリスクに
ついては、対応状況を取りまとめ、毎年執行役員会に報告しています。

1. 経営戦略本部分担役員を当社グループのリスクに関する統括責任者として任命し、経営企画部において当社グループ全体の
リスクを網羅的・総括的に管理しています。

2. 監査室は、当社グループ各部所ごとのリスク管理の状況を監査し、その結果を執行役員会、取締役会に報告します。

3. 平時において、各部所はその有するリスクの洗い出しを行い、そのリスクの低減等に取り組むとともに、事業活動に重大な
影響を及ぼすおそれのある経営リスクについては、それぞれ担当取締役が対応策を検討し、経営会議、執行役員会で審議し
リスク管理を行います。

4. 環境、品質責任、事故・災害に関するリスクについては、それぞれ環境保全推進委員会、CS/PL委員会＊、安全衛生防災会議
において事前に対応策を検討、必要に応じて執行役員会で審議し、リスク管理を行います。

5. 各工場においては、ISO14001の認証を受け、品質管理および環境保全に積極的に取り組みます。

1. 天災・事故発生等による物理的緊急事態が発生した場合は、緊急事態処理システム（地震については地震災害対策マニュアル、
感染症については、新型インフルエンザ等感染症対策マニュアル）に従い、当該発生事実を社長・監査役等へ報告するとともに、
関連部所長は情報収集、対応方針の決定、原因究明、対応策の決定について執行役員会・取締役会への報告を行います。

＊ CS/PL委員会 
CS：Customer Satisfaction（お客様満足）、PL：Product Liability（製造物責任）を指し、品質保障活動を推進するための部所横断型の委員会

多くの株主・投資家の皆様に、迅速かつ公平に情報をお届けするために、ホームページに「株主・投資家向け情報」を設けてい
ます。ホームページでは、事業内容や業績の概要と合わせて、経営戦略や財務、決算に関する各種資料を掲載して当社の情報
を手軽に入手できるように努めています。情報の充実度、使いやすさについては、社外機関からも高く評価されています。「個人
投資家の皆様へ」のコーナーは、当社の強みや戦略などをわかりやすくお伝えするよう内容や見せ方を工夫しています。

また、海外の株主・投資家の皆様には、当社の事業環境や経営戦略について端的に理解を深めていただける「オンラインアニュ
アルレポート」をホームページにおいて公開しています。

株主との積極的な対話促進に向け「経営企画部IR室」を設置し、
個人投資家や国内外の機関投資家と対話の機会を設け、投資家
の意見等を適切に経営に反映させる体制を構築しています。

当社はIR情報開示方針をホームページ上で公表しています。

＜主な実績＞
・   個人投資家向けに定期的な説明会を実施しました。2017年度は、全国10カ所で個人投資家向け説明会を実施し、経営概況などを報告しました。
・   アナリスト・機関投資家向けに定期的に説明会を開催しました。本決算および第２四半期決算の発表後に、アナリスト・機関投資家を対象と

した決算説明会を開催しました。また、第３四半期決算の発表後、電話によるカンファレンスを開催しました。
・   海外投資家と当社経営陣の対話促進のため、北米、欧州、アジア地区を対象にした海外IRを実施するとともに、証券会社主催のカンファレンス

に参加しました。
・   当社事業への理解促進のため、アナリスト向けに新製品説明会、R&D説明会を実施しました。

株主価値向上のための 
取り組み

企業価値を守る
リスクマネジメント

LION's Action
「ライオン企業行動憲章」に基づき、株主・投資家をはじめとするすべて
のステークホルダーの皆様の理解と信頼を得るため、企業情報を公平性・
正確性・適時性に配慮し、積極的に開示します。ライオンは、連結収益力
の向上により、株主の皆様への継続的かつ安定的な利益還元を行うことを
経営の最重要課題と考えています。

アニュアルレポート 決算説明会 株主総会 事業報告書

日本語版 ▶      http://www.lion.co.jp/ja/ir/policy/
英語版 ▶      http://www.lion.co.jp/en/ir/policy/  

LION's Action
お客様に安心・安全な製品を継続して提供するために、リスク統括担当役
員を任命し、ライオングループ全体のリスクを網羅的・総括的に管理して
います。

  １. 平時の対応
●通期 ●第1四半期

●第3四半期
　報告書

●第2四半期
　報告書

●第1四半期
　報告書

●有価証券報告書

●定時株主総会

●報告書 ●LION LETTER

●中間 期末●

●アニュアルレポート（下旬）

●第2四半期 ●第3四半期
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株主通信
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